
１．用地買収と漁業補償
　島根県では、県議会全員協議会に対し、原子
力発電所の基礎調査等の経過説明を行うととも
に、地元関係漁協代表者会議並びに町内部落別
説明会を、中国電力とともに開催し協力方を要
請し、更に、漁獲高調査を県水産試験船「八十
島」により、輪谷湾周辺の海況調査を開始し、

「海況と魚族に与える影響について」の説明会
を開催した。
Ｓ42.10.15	 片句漁協ワカメ養殖計画縮小に伴う

補償妥結
Ｓ42.12. 4	 御津漁協、漁業調査について説明会

Ｓ44. 4.15	 漁業補償交渉開始
Ｓ44.10. 9	 漁業補償妥結

Ｓ42.12.16	 一矢集落、侵入道路について説明会
Ｓ43. 1.13	 道路測量開始
Ｓ43. 3.18	 道路用地買収妥結

Ｓ43. 1.31	 片句集落、調査実施に伴う立木補償
Ｓ43. 1.30	 立木補償妥結

Ｓ43. 2.21	 御津集落、調査実施に伴う立木補償
Ｓ42. 2.21	 立木補償妥結

Ｓ43. 6.24	 片句集落、用地買収について説明会
Ｓ43. 7. 9	 用地買収妥結

Ｓ43. 6.30	 御津集落、用地買収について説明会
Ｓ43. 7.18	 用地買収妥結

Ｓ43. 7.16	 片句漁協、漁業補償交渉開始
Ｓ43.12.21	 漁業補償妥結

Ｓ44. 3.30	 御津漁協、臨時総会、漁業権一部消
滅について可決

Ｓ44. 4.16	 御津漁協、漁業補償交渉開始
Ｓ44.10. 9	 漁業補償妥結

Ｓ44. 5.15	 恵曇、古浦、手結漁協、漁業補償交
渉開始

Ｓ44.10.30	 漁業補償妥結

（単位：万円）
◯発電所用地（含立木補償等）	 39,600　
◯漁業補償
　・片句漁協（43/12、45/6）
　　　漁業権消滅　　　　　　｝	 22,800　
　　　温排水による漁業損失
　・御津漁協（44/9、52/10）
　　　漁業権消滅　　　　　　｝	 15,800　　　　温排水による漁業損失
　　　ウルミ現象漁業補償
　　　（49. 1. 1～ 52.12.31）	 4,842　
　　　（53年～61年）基準額809/S52×修正率
　　　（62年以降（一時金））	 7,800　
　・手結、恵曇、古浦漁協（44/10）	 690　
◯その他
　・社宅用地	 3,140　
　・取付道路用地	 1,540　
　・仮事務所用地	 1,210　
　・鉱業権	 300　

２．統一地方選挙と県知事選挙
　第７回統一地方選挙のトップを切って、18
都道府県の知事選挙が告示され、島根県では予
想道通り・金森ひろたか（52）（共産）中村英
男（66）（無所属）・山野孝吉（55）（無所属）・
伊達慎一郎（63）（自民）の新人４人が立候補
を届け出た。
　このあと４人の候補者は、午前10時過ぎか
ら雨上がりの松江市内で元気いっぱいの第一声
をあげ、４月11日の投票日まで25日間にわた
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＊1　パイロットには水先案内人の意味があり、試験的に先行して行う事業のこと。

る激しい選挙戦に突入した。
　島根県知事、県議会議員選挙の投票は11日
午前７時から県下1,110投票所で一斉に行わ
れ、即日開票の結果、今後４年間の県政をゆだ
ねる新知事には、伊達慎一郎候補が174票差の
激戦で、山野孝吉候補を破って当選が決った。
また無投票当選の４人を除く38人の新県議も
決まったが、県政史上初の共産党県議が生まれ
るなど、新旧交代で全部の顔触れが出そろった。
　県警選挙違反取締本部は、統一地方選挙の知
事、県議選挙の開票が終った朝から一斉に悪質
な選挙違反の、本格的な捜査を始めた。昭和
46年４月12日山野派の選挙違反事件で、寝込
みを襲い家宅捜査で３人が逮捕される。
　昭和46年４月29日県警出雲警察署は、伊達
派の選法違反事件で（事前運動、特定公務員の
選挙運動禁止違反、地位利用）容疑で、福代寅
吉県税事務所長を逮捕、自宅と同事務所を捜索
した。
　県警選挙違反取締本部と松江警察署が、公選
法違反容疑で、上手秀成公害対策室長ら９人を
逮捕、書類送検したことに伴い、室内の執務書
類を総て、松江地方検察庁に没収され大変に
困った。上手室長は私の直属の上司であるた
め、関係者の一人として度々呼出しを受け、次
第に深夜におよび尋問を受ける。何より困った
ことは書類がないので毎日の執務に支障をきた
したことである。
　昭和34年４月「後進性打破」をスローガン
にスタートした田部県政は29日で終わり、30
日から伊達県政へ引き継がれた。
　この12年間に中海新産都市建設、中海干拓
着工、国道９号線をはじめとした道路網整備、
斐伊川、江の川を中心とする河川の治水と開
発、過疎対策立法化、対韓、対ソ貿易の地なら
し、観光開発、＊1大型パイロット事業の指定を
はじめとする農林業の開発、近代化、そして今
問題になっている島根原子力発電所の建設、そ

の他多くの懸案が芽を吹き、あるいは軌道に
乗った。新しい伊達県政も当然この路線を基礎
として進められることになろうが、予想される
客観情勢のきびしさのなかで、これらの課題が
どんな形で、またどんな方法で実を結ぶか今後
に期待されたところである。
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昭和44年度環境放射能調査

木村俊博・寺井邦雄

３．環境放射能調査
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昭和45年度環境放射能調査 寺井邦雄・山本春海
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木村俊博・寺井邦雄昭和46年度放射能調査結果
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昭和46年度核種分析結果 木村俊博・寺井邦雄
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　島根原子力発電所の建設も始まり、昭和48
年11月の発電開始を目標に進んでいたが、原
子力の平和利用が盛んになるにつれ、反面放射
能の影響を心配する向きも出てきた。放射能
は、人間の五感で感じられないだけに、漠然と
した不安となって表れているのが現実であり、
島根県では、このような不安の対象である放射
能の影響が生じないよう住民の皆さんの安全を
確保するため、放射能調査などいろいろな対策
を行った。
　第１は、原発が平常に運転されているとき
に、その周辺に住む人々が、放射能の影響を受
けていないかどうかを確かめること。
　第２は、もし万一何らかの原因で、原発に事
故が起こった場合に、その周辺に住む人々が被
害を受けないためにはどうするか。
以上２つを確認するために、運転開始前の原発

周辺の環境放射能調査を行っておく必要が生じ
た。
　現在私たちが生活している自然環境のなかに
は、すでに放射性物質があり、それらは天然の
鉱物等に含まれているものと、核実験によって
できた人工のものの2つに大きく分けることが
できる。
　このため、県では、昭和44年９月、衛生研
究所屋上に「放射能センター」を建設し、環境
放射能の事前調査を開始し、その後引き続き、
鹿島町周辺の雨水、原乳、魚貝藻類、土壌の放
射能や空間線量の測定を行なった。
　また、昭和47年からは、後述の島根原子力
発電所環境放射能等測定技術会で示す計画に基
づき、島根県・鹿島町と中国電力とが分担して
調査を行なってきた。
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４．島根原子力発電所環境放射能等測定技術会　　

（１）島根原子力発電所環境放射能等測定技術会規定

（設　　　　置）
第１条　島根県、鹿島町および中国電力株式会社は、島根原子力発電所周辺住民の安全確保等をはか

ることを目的として島根原子力発電所環境放射能等測定技術会（以下「技術会」という。）を置く。
（所 掌 事 項）
第２条　技術会は、前条の目的を達成するために次の各号に掲げる事項について調査審議する。
　⑴　環境放射能および温排水その他の排水（以下「温排水等」という。）に関する測定計画の策定
　⑵　環境放射能および温排水等に関する測定結果の評価
　⑶　その他環境放射能および温排水等の測定に関する技術的事項
（構　　　　成）
第３条　技術会は、次の各号に掲げる職員で放射能および温排水等の専門的知識を有するものをもっ

て構成する。
　⑴　島根県の一般職の職員
　⑵　鹿島町の一般職の職員
　⑶　中国電力株式会社の職員
２　技術会は、必要に応じて専門機関等の意見を求めることができる。
（議　　　　長）
第４条　技術会に議長を置き、構成員の互選によりこれを定める。
２　議長は、技術会を招集し、かつ議事の運営をつかさどる。
３　議長に事故があるときは、議長があらかじめ指名する構成員がその職務を代理する。
（会 議 の 開 催）
第５条　技術会の会議は、四半期ごとに定例会議を、また構成員が必要と認めた場合はその都度会議
を開催する。
（報告書の作成）
第６条　技術会は、環境放射能および温排水等に関する測定結果について四半期および年度ごとに報
告書を作成する。
（庶　　　　務）
第７条　技術会の庶務は、島根県環境保健部公害課において処理する。
（規 程 の 改 訂）
第８条　この規程は、構成員の同意を得て改訂することができる。
（そ　　の　　他）
第９条　この　規程に定めるもののほか、技術会の運営に関し必要な事項は、議長が会議にはかって

定める。
附　　　　　則
　この規程は、昭和47年３月27日から施行する。
附　　　　　則
　この規程は、昭和47年10月19日から施行する。
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・議長　斎藤　孝一　　　・環境放射能部会長　伊藤　　薫　　　・温排水部会長　新井　都登司

原子力発電所周辺地域住民の安全確保等に関する協定書第12条に規定する連絡責任者

島根県側
正　環境保健部公害課長　　曽田　保吉　　　　　　副　環境保健部公害課課長補佐　大隅　速民
副　環境保健部公害課主幹　山本　　謙

中国電力側
島根原子力発電所建設本部次長　大朏　恕助（事務）
島根原子力発電所建設本部　　　三善　宣孝（技術）

（２）島根原子力発電所環境放射能等測定技術会構成
昭和48年４月１日

所　　　　　　　　　　属 職　名 氏　　　名 備　考

島根県衛生公害研究所 所 長 斉　藤　孝　一 議長　放　温

　　　　〃 環境公害科長 木　村　俊　博 放　温

　　　　〃 放 射 能 科 長 山　本　春　海 放

　　　　〃 研　 究　 員
（放射能科） 寺　井　邦　雄 放

　　　　〃 主 任 研 究 員
（環境公害科） 安　井　直　樹 温

島根県水産試験場 場　　　　長 新　井　都登司 温

島根県水産試験場鹿島分場 分　場　長 竹　内　四　郎 温

　　　　　　〃 主 任 研 究 員 服　部　守　男 放　温

島根県環境保健部公害課 課　　　　長 曽　田　保　吉 放　温

中国電力原子力部原子力工事課 課 長 代 理 杉　本　　　脩 放

中国電力島根原子力発電所建設本部 次　　　　長 三　善　宣　孝 放　温

中国電力島根原子力発電所建設本部 本　部　付 伊　藤　　　薫 放

中国電力島根原子力発電所建設本部技術課 原　田　武　幸 放

中国電力島根原子力発電所建設本部原子力部在勤 本　部　付 豊　島　銑　二 温

中国電力管財部用地課 課 長 代 理 北　本　宏　樹 温

中国電力技術研究所 主　　　　任
（電気研究室） 角　本　直　人 温

鹿島町水産商工課 課　　　　長 山　本　夫一郎 放　温

　　　〃 水 産 係 長 田　中　伝之輔 放　温
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（３）島根原子力発電所周辺の環境放射能調査計画

調査対象

空間線量

浮遊じん

海　　水

陸　　水

農畜産物

植　　物

海産生物

陸　　土

海　底　土

積算線量

佐陀宮内　西生馬
大輪町
御津　北講武
佐陀本郷　古浦
手結　片句

4～7，7～10

◯
◯
◯ ◯

◯
◯

◯
◯
◯

◯

◯
◯
◯

◯
◯
◯

◯
◯

◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯

◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯

◯
◯

◯
◯ ◯

◯
◯
◯ ◯

◯
◯

◯

◯

4，7，10，1

4，7，10，1

4，7，10，1

4，7，10，1

4，10

4，12

12
10
10

4，7，10，1

10
4，10

5

6
4，10
4，10
4，12
7，10
6，10
6，10
7，10
6，10

4
6，10

7，1

連　続

随　時

10～1，1～4

佐陀宮内
西生馬　西川津
御津　北講武
佐陀本郷　古浦
手結　片句
大輪町　御津　古浦

大輪町
手結　古浦　御津
佐陀本郷

片句　御津
一矢
北講武

北講武　片句
佐陀宮内

小島東　小島西
排水口沖　輪谷沖
排水口付近

排水口のある湾

小島東　小島西
排水口沖　輪谷沖
排水口付近
取水口付近

上講武
峰　垣
下忌部

御津　根連木　尾板
　〃　　　〃　　　〃
尾坂
講武地区

池　　水

水道原水

大　　根
ほうれん草

米
原　　乳

べ　　ら
め　ば　る
か　さ　ご
な　ま　こ
た　　こ
あ　わ　び
さ　ざ　え
い　が　い
く　ろ　め
わ　か　め
ほんだわら類

松　　葉

茶　の　葉

線　量　率

試　　料 採　取　地　点 測　定　月 備　　　　　考実施者
島根県 中国電力

シンチレーション
サーベイメータ

モニタリングポスト

全ベータ放射能

全ベータ放射能
必要に応じて核種分
析

熱ルミネッセンス
線量計

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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日 本 海

島 根 町

鹿 島 町

小島

御津

上講武
北講武

一矢佐陀本郷

佐陀宮内古浦 根連木
尾坂

峰垣 西生馬

西川津
○

下忌部
◎

大輪町
×●○

佐
陀
川

片句
手結 島根原子力発電所

松 江 市

宍 道 湖

○◎

▲○

○×
◎

□
×
○
●

□
○
▲

□×
○●

■■
■■

■ ■▲
○
□×

○

□
□

適　　　　　　　要記号
○
●
×
◎
■
□
▲

凡

　
　例

空間線量測定ヵ所
モニタリングポストによる測定ヵ所
浮遊塵測定ヵ所
陸水測定ヵ所
海水，海底土測定ヵ所
農畜産物，植物測定ヵ所
陸土測定ヵ所

67第３章　田部県政以降の出来事と業務



１　まえがき
　原子力発電所周辺の環境放射能を調査するため昭和47年４月から「昭和47年度島根原子力発電所周辺
の環境放射能調査計画」に従って調査を行なっているが、ここに第１四半期の測定結果をとりまとめる。

２　調査期間および調査項目
　　⑴　調査期間

昭和47年４月～６月
但し　積算線量は４月～７月

　　⑶　調査項目
◯空間γ積算線量
◯空間γ線量率
◯環境試料（浮遊塵、海水、陸水、農畜産物および植物、海産生物、海底土）の全β放射能

３　調査結果
　　⑴　空間γ積算線量

　昭和47年４月から７月までの空間γ積算線量を熱ルミネッセンス線量計で測定し測定値を90日間
換算した。

単位　mR　

調査結果の考察
　前年度測定値と大差ない。
　測定地点中〝北講武〟については場所選定中。

５．島根原子力発電所環境放射能等測定測定結果報告書

測定地点 積算線量 前年度変動巾 備　　　考
御　　津 17 15 ～16
佐陀本郷 15 −
古　　浦 14 13 ～16
手　　結 11 12～14
片　　句 18 16 ～18

68 島根原子力発電所



　　⑵　空間のγ線量率
　ａ　シンチレーションサーベイメーターによる測定
　　測定方法　科学技術庁方式

単位　μR/hr　

調査結果の考察
　前年度変動巾以内である。
　測定地点〝北講武〟 及び〝佐陀宮内〟 については場所選定中。

　ｂ　モニタリングポストによる測定
単位　CPS　

調査結果の考察
　前年度変動巾以内である。

　　⑶　浮遊塵の放射能
　スタープレックスにより集塵した。

単位　Pci/㎥　

調査結果の考察
参考：福井県環境放射能測定技術会議の44年度45年度の測定結果は場所、測定測定時期に

より異なり60～460Pci/㎥となっている。

採取地点 採取月日 放射能強度 前年度変動巾 備　　　考
御　　津 ５月18日 23 −
佐陀本郷 ５月18日 20 −
古　　浦 ５月19日 64 −
手　　結 ５月19日 60 −

測定地点
積算線量

前年度変動巾 備　　　考
４月１日 ４月24日 ４月28日

御　　津 8 10 6 ～11
南 講 武 7 −
佐陀本郷 7 −
古　　浦 7 6 ～ 8
手　　結 6 5 ～ 6
片　　句 8 7～ 8
西 生 馬 9 9 −
西 川 津 8 −

測定地点
積算線量

前年度変動巾 備　　　考
４月 ５月 ６月

大 輪 町
17 16 15 15 ～19 平 均 値
27 20 20 35 最 大 値
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　　⑷　海水放射能
　測定方法　科学技術庁方式

単位　Pci/ℓ

調査結果の考察
　前年度変動巾以内である。小島西、排水口沖については未実施。

　　⑸　陸水の放射能
　測定方法　科学技術庁方式

単位　Pci/ℓ

調査結果の考察
　前年度変動巾以内である。

　　⑹　〝農畜産物〟植物の放射能
　測定方法　科学技術庁方式

単位　Pci/g生体

調査結果の考察
　前年度変動巾以内である。

採取地点 採取月日 放射能強度 前年度変動巾 備　　　考
取　水　口 ４月14日 0.8 0.01～1.1
排　水　口 ４月19日 0.4 0.2 ～ 0.6
小　島　東 ５月31日 1.2 0.1～ 2.1
輪　谷　沖 ５月31日 1.0 0.6 ～1.0

採取地点 採取月日 放射能強度 前年度変動巾 備　　　考
上講武（池） ４月18日 1.7 0.5～3.5

峰垣（浄水場）
４月18日

1.0～1.3 0.3～3.1
４月28日

下忌部町 ６月５日 3.1 0.1～6.8

種　　類 採取地点 採取月日 放射能強度 前年度変動巾 備　　考

原　　乳 講武地区 ４月18日
５月 8日 0.1～ 0.2 0.01～ 0.4

茶 の 葉 北　講　武 ５月16日 2.8 2.6 ～ 6.0
松　　葉 一　　天 ６月24日 6.4
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⑺ 海産生物の放射能
測定方法　科学技術庁方式

単位　Pci/g生体　

調査結果の考察
　測定した結果、前年度測定値と大差なく有意な変化はない。
　試料採取地点は排水口のある湾であるが今回は各所漁協を通じて購入したものである。

⑻ 海底土の放射能
測定方法　科学技術庁方式

単位　Pci/乾土

調査結果の考察
　前年度変動巾以内である。小島西、排水口沖未実施。

４　むすび
　昭和47年４月より６月まで島根原子力発電所周辺の環境放射能の測定を行なった。
　この測定値について、県および中電の過去の測定値をもとに検討した結果大差はないものと考える。

以上　

採取地点 採取月日 放射能強度 前年度変動巾 備　　考
排　水　口 ４月14日 0.22
小　島　東 ５月31日 0.5 0.3 ～ 3.2
輪　谷　沖 0.5 0.0 ～ 3.3

種　　類 採取地点 採取月日 部　位 放射能強度 前年度変動巾 備　　考

べ　　ら 恵曇漁協
より購入 ６月 2日 可食部 0.02

か　さ　ご 〃 〃 〃 0.3 0.3 ～ 0.7

な　ま　こ 御津漁協
より購入 ４月21日 全 0.2 0.4 ～ 0.8

た　　こ 御津漁協
より購入 ４月21日 全 0.1 0.1～ 0.6

さ　ざ　え 恵曇漁協
より購入 ６月 2日 可食部 0.6 0.2 ～ 0.4

ほんだわら 排水口付近 ４月26日 全 0.7 −
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